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1.事業の概要
（１）流域の概要

豊川放水路

豊川
豊川市

豊橋市

■豊川流域諸元
○水源 愛知県北設楽郡設楽町

の段戸山（標高1,152m）
○流域面積 724km2

○幹川流路延長 77km
○直轄管理区間 27.6km及び放水路6.6km
○流域内市町村 3市１町

主要都市
豊橋市、豊川市

○流域市町村人口 約61万人（H22国勢調査）
○年平均降水量 約2,400mm（上流域）

約1,800mm（下流域）
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豊川総合水系環境整備事業
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（今回評価について）

（再評価・事後評価に準ずるフォローアップ）
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再評価 事後評価に準ずるフォローアップ
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豊川放水路
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豊川豊川

（２）事業の目的

・豊川下流域は、もともと低湿地で、干潟やヨシ原が広がり、アサリ等底生生物及びオオヨシキリなどの生
物が生息する豊かな生態系が形成されていた。しかし、宅地化、市街化の進行や河道整備により、かつて
見られた干潟やヨシ原の環境が減少し、アサリ等底生生物やオオヨシキリなどの生物がすめる環境が少な
くなったことから、干潟やヨシ原の再生・創出を行い、多様な生態系の保全・再生を図る。

対象事業の実施箇所

河
川
名

事業名 実施箇所 目 的 内容 期間

豊
川

豊川
自然再生

下流部地区
（豊川本川）

・ヨシ原再生によりか
つての豊川下流域の
湿地環境の回復

・湿地環境の回復によ
りオオヨシキリなど
の生物の生息環境の
改善

ヨシ原
再生

H13
～
H30

下流部地区
（豊川放水路）

・ヨシ原の創出
・湿地環境の創出によ
りオオヨシキリなど
の生物の生息環境の
改善

ヨシ原
創出

下流部地区
（河口部）

・アサリ等底生生物の
生息環境の再生

干潟再生

（再評価）

ヨシ原再生（豊川本川）

ヨシ原創出（豊川放水路）干潟再生（豊川河口部）

①

②

③

N
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豊橋市

0k
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5k

0k

H24.7撮影

① 豊川0.6k付近

差し替え
予定

③ 豊川放水路5.4k付近

H24.8撮影

② 豊川2.4k付近

H24.8撮影



・オオヨシキリ（鳥）、
　アシハラガニ等が生息
・洪水時の小魚等の避難
　場所

ヨシ原再生

砂州の再生
（ヨシが延伸可能）

生育基盤の造成

＜背景＞
・豊川下流域は、もともと低湿地で、干潟やヨシ原が広が
り、アサリ等底生生物及びオオヨシキリなどの生物が生
息する豊かな生態系が形成されていた。

＜課題＞
・宅地化、市街化の進行や河道整備により、かつて見られ
た干潟やヨシ原の環境が減少し、アサリ等底生生物やオ
オヨシキリなどの生物がすめる環境が少なくなった。

＜対策＞
・豊川下流域の多様な生態系の保全・再生を図るため、干
潟・ヨシ原の再生を行う。

整備内容整備の必要性

２．計画内容と事業の投資効果（再評価）

取り組み前（ヨシ原）

取り組み後（ヨシ原）

・干潟再生（約7.7ha）
・ヨシ原再生（約12.6ha）

干潟を再生

堤防

・水際のヨシ原により多くの生物の生息環境が再生することが期待される。
・ヨシ原により柔らかな河川景観が再生することが期待される。

(ヨシ原創出後の豊川放水路）

堤防

根固ブロック

コンクリート護岸

住宅等

・水際線はコンクリート護岸により多様な
環境が減少した。

(ヨシ原創出前の豊川放水路）

・全国有数のアサリ等の稚貝が発生すると共に、渡り鳥の中継地や多様な
生物が生息できる干潟環境の再生が期待される。

・干潟の再生により潮干狩りなどの地域の人々と川とのふれあいの
場が再生することが期待される。

・河口付近の多様な生物の生息環
境等となる干潟が減少した。

満潮の時の水位程度

整備前の干潟

堤防

満潮の時の水位程度

取り組み前（干潟）

取り組み後（干潟）

・オオヨシキリ（鳥）、アシハラガニ等が生息
・洪水時の小魚等の避難場所

干潟、ヨシ原の減少

2005.1.12現在の干潟

０k
１k

三河湾

豊川放水路

豊川

豊川放水路5.4k付近

豊川放水路5.4k付近

干潟

4

再評価

H17.12撮影

目標（1970年代）の干潟

０ k
１ k

1973.9.24

三河湾

豊川

豊川放水路

干潟

ヨシ原

宅地干潟

昭和23年

江川

善光寺川

豊川

ヨシ原

宅地

干潟

平成12年

善光寺川

豊川放水路

江川

豊川 H24.8撮影

干潟再生事業対象範囲：
「干潟回復イメージ」
1970代頃の干潟に近づける

豊川自然再生



生物生息環境の改善効果

・多様な生物の生息・生育場が広がることにより生息生物が増加し、多様な生態系が再生される。

事業の投資効果

オオヨシキリ生物のすみかともなるヨシ原コンクリート護岸により
生物がすみにくい水際

造成直後の干潟

干潟等の水質浄化機能により、河川水質の改善への効果が期待される。

干潟における水質浄化（アサリの浄化能力） ※三河湾での実験結果

泥水のみ 泥水＋アサリ

90分後

泥水のみ 泥水＋アサリ

水質の改善効果

潮干狩りや野鳥観察など、川の自然とふれあう利用の増加が期待され
る。

協議会による野鳥観察会

親水機能やアメニティの向上

アサリやシジミ、エビ類、カレイ類
（稚魚）などが生息・成長する場とな
り、漁業生産の向上に寄与することが
期待される。

立て干し網による漁の様子

漁業生産の向上

整備前

ヨ
シ
原

干
潟

干潟が形成され、干潟に依存する生物の生息環境が回復する。

干潟に飛来する渡り鳥
（豊川河口）

整備前

造成前の干潟

干潟・ヨシ原の再生箇所では、
確認される生物は増加傾向と
なっている。

多くの生きもののすみかが再生し、水質
浄化の作用も相まって、伊勢湾・三河湾
の環境浄化に寄与することが期待される。

美しい三河湾

三河湾・伊勢湾における環境浄化

自生ヨシを含む豊川下流部のヨシ原面積の推移(下流部全体)
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干潟再生箇所の底生生物確認種数の推移

ヨシ原面積の推移
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確認個体数（豊川本川） 確認個体数（豊川放水路）

確認種数（豊川本川） 確認種数（豊川放水路）

整備箇所

確認種数、個体数が増加

ヨシ原面積の推移（出典：モニタリング調査結果）

干潟

ヨシ原が形成され、ヨシ原に依存するオオ
ヨシキリなどの生息環境が回復する。

豊川放水路5.4k付近
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H17.12撮影

H13撮影

H21.8撮影

H21.5撮影

（出典：国土交通省 三河港湾事務所 HP）

（出典：国土交通省 三河港湾事務所 HP）

（出典：モニタリング調査結果） （出典：モニタリング調査結果）

ヨシ原

ヨシ原再生箇所の鳥類の推移

豊川放水路5.4k付近

H24.8撮影整備後

整備後

豊川0.6k付近

H24.8撮影

H21.5撮影

協議会による潮干狩り
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３．費用対効果分析 再評価

豊川総合水系環境整備事業（再評価）

事業全体に要する総費用（Ｃ）は41億円、総便益（Ｂ）は99億円、費用対便益比（Ｂ／Ｃ）は2.4となる。

事項 豊川総合水系環境整備事業

備考
地区名

自然再生

豊川自然再生

計
算
条
件

評価時点 平成24年度

整備期間 平成13～平成30年

評価対象期間 整備期間+50年間

受益範囲 5km

年便益算定手法

CVM
配布数：4,194票
回収数： 921票（22.0％）
有効回答数：708票（76.9％）
対象世帯数：130,549世帯

支払意思額
（円/月・世帯）

296

Ｂ/

Ｃ
の
算
出

事業費
（億円）

39.4

維持管理費
（億円）

2.3 必要額の積上げ
割引率4%で現在価値化

総費用（Ｃ）
（億円）

41 割引率4％で現在価値化

年便益
（億円/年）

4.6 WTP×世帯数×12ヶ月

残存価値
（百万円）

－

総便益（Ｂ）
（億円）

99 割引率4％で現在価値化

Ｂ/Ｃ
（事業毎、水系）

2.4
総便益(便益＋残存価値）

総費用(事業費＋維持管理費）
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（感度分析）

事 項 豊川総合水系環境整備事業

地区名

自然再生

豊川自然再生

水系

Ｂ／Ｃ

全体事業

Ｂ／Ｃ

事業費

（+10％～-10％）
2.3 ～ 2.6

受益世帯数

（+10％～-10％）
2.2 ～ 2.7

工期

（+10％～-10％）
2.4 ～ 2.5

残事業

Ｂ／Ｃ

事業費

（+10％～-10％）
2.3 ～ 2.7

受益世帯数

（+10％～-10％）
2.2 ～ 2.7

工期

（+10％～-10％）
2.5 ～ 2.5
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（前回評価時の費用対効果）

事 項 前回評価 備考 今回評価 備考

事業諸元 豊川自然再生 1式
■評価対象事業
＜自然再生事業＞

豊川自然再生

豊川自然再生 1式
■評価対象事業

＜自然再生事業＞
豊川自然再生

計
算
条
件

評価時点 平成22年度 平成24年度

整備期間 平成13年度～平成30年度 評価対象事業箇所毎の整備期間 平成13年度～平成30年度 前回評価と同じ

評価対象
期間

整備期間+50年間 整備期間+50年間

受益範囲
事業箇所から 5km 
(約10.4万世帯)

受益範囲：アンケート調査結果による事
業箇所の認知度の変化点、来
訪者の住所により決定

世帯数 ：受益範囲内の面積比で市町世
帯数を按分

事業箇所から 5km

(約13.1万世帯)

受益範囲：アンケート調査結果による対
象事業箇所への来訪頻度より
決定

世帯数 ：受益範囲内の町丁目単位の世
帯数

年便益
算定手法

CVM
配 布 数：350通
回 収 数：179通（回収率51.1％）
有効回答数：178通（有効回答率99.4％）

CVM
配 布 数：4,194通
回 収 数：921通（回収率22.0％）
有効回答数：708通（有効回答率76.9％）

支払い意思額
（WTP)

302円/月･世帯 296円/月･世帯

Ｂ
／
Ｃ
の
算
出

総事業費
(億円)

39.4 評価対象事業の事業費（国） 39.4 前回評価と同じ

維持管理費
(億円)

－ 2.3
実績値により算出（国）
割引率4％で現在価値化

総費用（Ｃ）
(億円)

36.1
事業費
割引率4％で現在価値化

41
事業費＋維持管理費
割引率4％で現在価値化

年便益
(億円/年)

3.75 アンケート調査結果より算出 4.6 前回評価と同じ

残存価値
(百万円)

－ －

総便益（Ｂ）
（億円）

59.0
アンケート調査結果より算出
割引率4％で現在価値化

99 前回評価と同じ

Ｂ／Ｃ 1.6
総便益(便益）

総費用(事業費）
2.4

総便益(便益）

総費用(事業費＋維持管理費）

8
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４．評価の視点
（１） 事業の必要性等に関する視点

１） 事業を巡る社会経済情勢等の変化

・豊川下流部に位置する豊橋市、豊川市では、近年、森林原野面積が減少し、宅地面積が増加している。
・豊川や豊川放水路での赤潮発生件数は減少傾向にある。
・川と海のクリーン大作戦への参加者は増加傾向にあり､地域住民の河川環境に対する関心の高まりが伺える｡
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豊川

豊川放水路

延べ日数

赤潮発生件数は
減少傾向

土地利用面積の変化
（出典：愛知県統計年鑑）※豊川市、豊橋市の合計

赤潮発生状況

川と海のクリーン大作戦の参加人数の変化
※豊川市、豊橋市の合計

川と海のクリーン大作戦（豊橋市）の様子
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H22.10撮影
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N

２）事業の進捗状況

・平成13年度から着手し、進捗率は事業費ベースで約28％となっている。今後、流域の河道掘削工事で発生
した土砂を活用しつつ、未実施箇所での整備を行なっていく。

実施箇所 整備内容 全体施工量 残施工量

下流部地区
（豊川本川）

ヨシ原再生 約7.0ha 約2.4ha

下流部地区
（豊川放水路）

ヨシ原創出 約5.6ha 約2.4ha

下流部地区
（河口部）

干潟再生 約7.7ha 約5.0ha

28% 72%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

完了分 残事業分

全体事業費：3,940百万円
実施済み：1,116百万円
残事業費：2,824百万円

事業の進捗状況
（事業費ベース；平成24年度末時点）

ヨシ原再生
（豊川本川）

ヨシ原創出
（豊川放水路）

干潟再生
（豊川河口部）

再評価対象事業の実施箇所
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（２）事業の進捗の見込みの視点

・ヨシ原・干潟の再生事業は、「豊川流域圏自然再生検討会」「豊川河口干潟利用促進協議会」等で学識経験
者、ＮＰＯ団体等からの意見を踏まえて進めるとともに、「三河湾流域圏再生行動計画」「伊勢湾再生行動
計画」にも、三河湾へ流入する汚濁負荷量を削減する施策事業の１つとして位置付けられていることから、
事業を進めるに際し支障はないと考える。

三河湾流域圏会議 行動推進ワーキング

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・ヨシ原の基盤造成及び干潟再生の養浜材料として、河道掘削による建設発生土にて対応することにより、
前回再評価以降で、約300万円のコスト縮減を図っている。

低水路拡幅の掘削・積込作業 干潟の養浜材料として投入 11

再評価

再評価

H24.2撮影

H24.1撮影 H24.2撮影



５．県への意見聴取結果

６．対応方針（原案）

（愛知県）
○「対応方針（原案）」案に対して異議ありません。

なお、事業効果を確認しながら順応的な管理を行っていただくようお願いするとともに、一層のコスト
縮減など、より効率的な事業推進にも努められるようお願いしたい。

・豊川の特徴である砂州や河口の干潟・ヨシ原が減少するなど、かつての自然や景観が消失しつつあるため、
多様な動植物の生息・生育環境の保全・再生を図る必要があり効果の発現が見込まれることから引き続き
事業の継続が妥当であると考える。

・以上のことから、引き続き豊川総合水系環境整備事業を継続する。

12
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対象事業の実施箇所

牛川地区水辺整備

７．事後評価に準ずるフォローアップ
（１）事業の目的

金色島

豊橋市役所

豊橋創造大学

牛川の渡し

牛川小学校文

広場

文

・豊川周辺のオープンスペースを市民の貴重な財産として有効活用するとともに、豊川周辺の景観を豊橋の
原風景として保全し、かつ市民に親しまれる空間として整備することを目的とする。

① 6.8km付近

② 8.0km付近

豊橋公園

河
川
名

事業名
実施
箇所

目 的 内容 期間

豊
川

牛川地区
水辺整備

牛川
地区

・牛川の渡しなどと連
続して安全に利用で
きる河川空間の整備
を行う。

管理用通路
整備
階段整備

H18
～
H20

豊橋市役所

②

整備箇所

豊橋創造大学

①

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
本
線

名
鉄
名
古
屋
本
線

凡例

市役所

学校

散策ルートとして利用可能な
管理用通路（整備箇所）

散策ルート（既存）

公園、広場

環境護岸

文
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（２）計画内容と事業の効果

国道1号

豊橋市

国道23号

吉
田
大
橋

豊
橋

牛川の渡し

整備箇所

豊橋公園

7k

5k

豊橋市役所

6k

8k
9k

10k

＜背景＞
・牛川地区の上流側には、豊川で唯一残っている牛川の渡し

があり、下流側には、ヨシ原や河畔林などの優れた環境を有
する金色島や市街地の中心部があり、地域住民の親しみや
すいふれあいの場となっている。このため、当地区において、
水辺に親しめる施設の整備が望まれていた。

＜課題＞
・樹木が繁茂し、河川敷を利用することができなかった。
また、階段等がなく、水辺へ安全に近づくことができな
かった。

＜対策＞
・水辺へのアクセスや利用の安全性を確保するため、河川
敷に散策路としても利用可能な管理用通路や水辺に近づ
ける階段の整備を実施した。

整備内容

フォローアップ

整備の必要性

牛川地区水辺整備

・管理用通路整備（約1,500m）
・階段整備

整備箇所

階段等がなく、水
辺に近づきにくい
状況であった。

整備前

N

整備箇所

7k

8k

9k

金色島

整備イメージ

管理用通路整備

階段を設置
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H22.1 撮影

H20.10撮影

整備後

H24.4撮影

H24.4撮影

管理用通路整備

H24.4撮影

階段整備

管理用通路や水辺
に近づける階段の
整備を実施した。

整備後 整備後水辺の管理
用通路を整
備した。

階段から水辺へ
のアクセスを整
備した。



0

20

40

60

80

整備前（H13） 整備後（H21）

種
数

・河川敷に散策路としても利用可能な管理用通路を整備したことにより、河川敷を散策やサイクリングの
場として利用する人が増加した。

事業の効果

豊川7～9k左岸の利用者数の変化

高水敷の利用者数の変化

0

50

100

150

200

H15 H18 H21

利
用

者
数

（
人

） 整備前 整備後

河川敷の利用者が
増加した。

散策やサイクリングの場として、
地域住民に利用されるようになった。

（出典：河川空間利用実態調査）

●環境の変化

＜鳥類＞

鳥類の確認種数の変化（5～9k間）

（出典：河川水辺の国勢調査）

※調査時期：繁殖期（6月）、越冬期（1月）

整備前後で、
若干減少している。

15

H22.4撮影H22撮影



（３）費用対効果分析 フォローアップ

豊川総合水系環境整備事業（事後評価に準ずるフォローアップ）

総費用（Ｃ）は3.4億円、総便益（Ｂ）は14億円、費用対便益比（Ｂ／Ｃ）は4.1となる。

事項 豊川総合水系環境整備事業

備考
地区名

水辺整備

牛川地区

計
算
条
件

評価時点 平成24年度

整備期間 平成18～平成20年

評価対象期間 整備期間+50年間

受益範囲 2km（23,501世帯）

年便益算定手法

CVM
配 布 数：1,547票
回 収 数：533票（回収率34.5％）
有効回答数：340票（有効回答率63.8％）

支払意思額
（円/月・世帯）

193

Ｂ/

Ｃ
の
算
出

事業費
（億円）

2.2

維持管理費
（億円）

0.73
必要額の積上げ
割引率4%で現在価値化

総費用（Ｃ）
（億円）

3.4 割引率4%で現在価値化

年便益
（億円/年）

0.54 WTP×世帯数×12ヶ月

残存価値
（百万円）

1.7 割引率4%で現在価値化

総便益（Ｂ）
（億円）

14 割引率4%で現在価値化

Ｂ/Ｃ
（事業毎）

4.1
総便益(便益＋残存価値）

総費用(事業費＋維持管理費）
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（４）評価の視点
１）社会経済情勢の変化

（１）ＮＰＯ等の活動の広がり（環境教育・自然
体験などの場としての利用）

・ＮＰＯが中心となり、地域が主体となった自
然観察の場として利用されるようになった。

（２）イベントなどの場としての利用
・旅行事業者のハイキングコースとしても利用され

るようになった。
（平成23年9月10日開催；参加者1,453名）

自然観察会の様子

ハイキングコースチラシ
ハイキングコース

スタート
競輪場前電停

ゴール
豊橋公園

牛川遊歩道
（整備箇所）

朝倉川

豊川

神田川
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フォローアップ

H20.9撮影

（出典：NPO法人 東三河自然観察会HP）

H22.2撮影

（出典：旅行事業者）



２）今後の事後評価の必要性

・事業効果の発現状況から、現時点において、今後の事後評価の必要性はないと考える。

３）改善措置の必要性

４）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・当該事業の事業評価手法は妥当と考え、現時点での見直しの必要性はないと考える。

・現時点において、改善措置の必要性はないと考える。
・今後も沿川住民や利用者等の意見把握に努め、必要に応じて関係自治体と協力して対応する。

（５）対応方針（案）

・目的とした事業効果を発現しており、改めてフォローアップする必要性はないと考える。
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